[bookmark: _GoBack]様式第１６号




	 
	
	

	 
	
	

	 工　　　　　 　　期
	  　　　     年　　月　　日　から 　　年　　月　　日まで
	

	 
	  　　　　　 年　　月　　日　から 　　年　　月　　日まで
	

	
 消
 費
 の
 方
 法
	
 
	 １日最大    ＣＣＲ・ＳＬＢ   　　　  ｇ 　　　     個
	

	
	
	 １ヶ月最大  ＣＣＲ・ＳＬＢ   　　    ｇ 　  　　   個
	

	
	
 
	 １孔当たり装薬量（最大）       個，込物  セメントモルタル・砂
 １回の破砕孔数（最大）      　 個，ゴム栓・その他（　　　　　）
 １日の破砕回数（最大）         回，破砕予定時刻
	

	

 危
 害
 予
 防
 の
 方
 法
	 
	 別図の位置に立入禁止，破砕時刻，注意事項等を表示する。
	

	
	 
	 警戒員　　　　　名を別図の位置に配置する。
	

	
	 警　　　　　　報
	 サイレン，振鈴，呼笛によって警報する。
	

	
	 
要・否
	 通行車両等　　定期バス，不定期自動車，軽車両，歩行者
 遮断時間      破砕前　　  分から　破砕後      分まで
	

	
	 
要・否
	 布入ゴム板    木板　  タタミ　  フェンス  　その他（　　　　　）
 を使用する。
	

	

 
	 構造　　木造平屋建，テント張り，その他（　          　　　　　）
         とし作業台を設ける。
 位置　　安全で湿気の少ない場所に設ける。
	

	
	         破砕場所までの距離　　　  　ｍ
 適当な柵，警戒札を設ける。
	




	

 貯
 蔵
 場
 所
	 
	 設置場所
	

	
	 
 
	 設置場所
	

	
	 
 ①指示する
 ②指示しない
	 設置場所
	

	  
	 許可期間終了の際に未使用の破砕器があるときは，速やかに譲渡許可を受けて火薬類販売店に譲渡する。
	

	 運
 搬
 の
 方
 法
	 
	 （販売店名）
	

	
	 車　　　　　　両
	 自動車，二輪車，委託運搬（委託先　　　　　　　　　　　　　　　　）
	

	
	 
	 消費場所まで　　　　　　　ｋｍ    時間　　　　　　分
	

	
 消
 費
 場
 所
 の
 従
 事
 者
 の
	 区　　　　　　分
	氏　　　　　　　名
	年　令
	資　　　　　　　　格
	

	
	 
	
	
	
	

	
	 
	
	
	
	

	
	 
	
	
	
	

	
	 
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	 氏
 名
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



  　添付書類　１　コンクリート破砕器作業主任者免状の写し
          　  ２　消費場所を中心に半径１００ｍの見取図
